
国土交通省出雲河川事務所では、平成 16年度から中海・宍道湖沿岸域の水際環境や底

質改善による動植物の生息環境の改善を図り、自然浄化機能の回復による水環境の改善

を目指した浅場整備・覆砂を行っています。 

浅場整備・覆砂実施箇所における自然浄化機能の回復状況等について、生物等の専門

家の方から意見等を伺い評価するため、「中海・宍道湖沿岸環境検討会※」（以下、「検討

会」という。）を開催します。 

検討会では、浅場整備・覆砂前後のモニタリング結果やこれまでの浅場整備により得

られた知見等について専門家と意見交換し、専門家から頂いたご意見及びご助言も踏ま

え、今後の浅場整備・覆砂に活かしていきます。 

 

〔開催概要〕 

令和４年度 中海・宍道湖沿岸環境検討会 

  日  時：令和４年１０月５日(水) １３：１５～１６：１５ 

  場  所：出雲河川事務所大会議室（島根県出雲市塩冶有原町５－１） 

  議 事 内 容：別紙１のとおり 

 専門家メンバー：別紙２のとおり 

 

※「中海・宍道湖沿岸環境検討会」 

中海・宍道湖における動植物の生息環境として重要な沿岸域の環境改善を図ることを目的に平成 16 年

度に設置した検討会で、今回で 20回目の開催となります。 

令 和 ４ 年 ９ 月 ３０ 日 

国土交通省 出雲河川事務所 

同時提供先 

 

 

中海・宍道湖における浅場整備・覆砂の効果について 

専門家の意見を伺います。 

～令和４年度「中海・宍道湖沿岸環境検討会」の開催～ 
 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

問い合わせ先 

国土交通省中国地方整備局 出雲河川事務所 計画課（環境室）  

電話番号 0853-20-1763（ダイヤルイン） 

（担当）総括保全対策官 池田 健二（いけだ けんじ）  

建設専門官 廣野 太志（ひろの ふとし） 

島根県政記者会、米子市政記者クラブ、出雲市政記者クラブ 



別紙１ 

 

 

令和４年度 中海・宍道湖沿岸環境検討会 

 

 

開催日時：令和 4年 10月 5日（水）13:15～16:15 

開催場所：出雲河川事務所 大会議室 

 

 

議 事 次 第 

 

１．開 会 

 

２．事 務 所 長 挨 拶 

 

３．議 事 

（１）令和３年度 沿岸環境検討会での意見対応について 

（２）整備箇所のモニタリング計画について 

（３）令和３年度 浅場・覆砂工事実施箇所について 

（４）令和４年度  浅場・覆砂工事実施予定箇所について 

（５）令和３年度 モニタリング調査およびその結果について 

（６）令和４年度 モニタリング調査について 

（７）整備検討地区における今後の対応について 

（８）斐伊川水系自然再生事業について 

（９）これまでの浅場整備により得られた知見について 

 

４．閉 会 

 



別紙２ 

 

専門家メンバー 

 

□ 島 根 大 学  名 誉 教 授  國井
く に い

 秀
ひ で

伸
の ぶ

 

 

□ 島 根 大 学 非 常 勤 講 師  佐藤
さ と う

 仁
ひ と

志
し

 

 

□ 元島根県内水面水産試験場長  中村
なかむら

 幹雄
み き お

 

 

□ 鳥 取 大 学 学 長 顧 問  柗
ま つ

見
み

 吉
よ し

晴
は る

 

 

□ 元 宍 道 湖 自 然 館 館 長  淀江
よ ど え

 賢
け ん

一郎
いちろう

 

 

 

（敬称略 五十音順） 

  



 参 考  

浅場整備・覆砂のイメージ 

 

 
    

浅場整備 

浅場整備により波浪抑制が期待でき、
生物が生息しやすくなる 

 

覆砂により底質が改善される 

生物がすみやすいように浅場等の整備を行います。 
汚れた泥を砂などで覆います。 

波が小さくなり濁りが低下 

覆
ふく

砂
さ

 

栄養塩（窒素・りん）の溶け出し 
 がなく、水がきれいになる 

貝や植物がふえる（自然浄化機能の向上） 

自然浄化機能の回復 

 

浅場整備 覆砂 


